
サイエンス・ダイアログ・プログラムとSGH

～4年間の活動を振り返って～

理科.物理渡會兼也

2011年から本校の2年生を対象に行われた「サイエンス・ダイアログ・プログラム」の活動について

紹介する。アンケートによれば，日本学術振興会の若手外国人研究員による講演は概ね好評で，過去4

回の実施において参加生徒の7割以上がこの企画に対して好意的な回答をしている。また，この企画は

グローバルな人材と直接交流ができる，という意味で今後のグローバル人材育成事業に貢献する可能性

がある。今後のスーパーグローバルハイスクール事業との関連についても簡単に述べる。

キーワード

1．はじめに

サイエンス・ダイアログ・プログラム(SDP)とは，

日本学術振興会(JSPS)のフェローシップ制度によ

り来日している，優秀な若手外国人研究者(JSPS

フェロー）に有志を募り，近隣の高等学校において，

英語で研究に関するレクチャーを行う機会を提供す

るプログラムである[1]｡この企画のねらいは，英

語で研究の話を聞くという経験によって，生徒たち

に刺激を与え，研究への意欲や関心・国際理解を深

めることである。また,JSPSフェローにとっても，

地域社会と交流し，日本とのつながりを深めること

ができる，という利点もある。本校は2011年からこ

のプログラムに参加している。そのきっかけは，

2011年に北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサ

イエンス研究科の高村由起子氏から話を持ちかけら

れ，ちょうど科学系の外部企画を探していた筆者が

すぐにOKの返事を出したところから始まっている。

北陸先端科学技術大学院大学(以下JAISTとする）

は世界トップレベルの先端研究を行うだけでなく，

国際的に開かれた大学院を持つことでも知られてい

る[2]｡JAISTの学生や教員に占める外国人の割合

は，国立大学法人の中でもトップクラスであるだけ

でなく，多くの講義が英語化されており，複数の海

外有力大学と緊密な連携のもとに，協働教育プログ

ラムなども実施している機関である。石川県内でも

最もグローバル化が進んだ機関と言ってもよい。

また，本校は平成26年度に文部科学省のスーパー

グローバルハイスクール事業(SGH)[3]に採択され，

「北陸からイノベーションで世界を変えるグローバ

ル・リーダー」というテーマを掲げ，グローバルな

人材を育成するための教育を開始している。この事

業の中では高大連携の様々な取り組みが計画されて

いるが，今後，具体的にどんな活動を展開していく

かは未定である。

こういった状況の中で，本稿では過去4年間の

JAISTとのサイエンス・ダイアログ・プログラムの

取り組みを振り返ることで，今後のグローバル人材

育成や高大連携について考えてみたいO'

2．申請から実施まで

実施の基本形態は，講師による外国語の講義と質

疑応答を基本として，実習や実験をしても良いこと

になっている。日本語による通訳や解説の補助のた

め，同分野の研究者に同行してもらうことも可能で

ある。この同行者は，大抵の場合はJSPSフェローが

所属する研究室のスタッフである。SDPのウェブサ
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